
清水町人口ビジョン・総合戦略

【令和４年度実施事業評価】
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＜基本的方向＞

(1)  基幹産業である農畜産業と関連産業の成長による安定した雇用を創出するとともに、高付加価値型商品・サービスを開発する

＜具体的な施策＞

施策 重要業績評価 R7年度 R3年度

（事業内容） 指標（ＫＰＩ） 目標値 実績 進捗 進捗状況説明 評価 評価理由

生乳生産量
15万ｔ
（年間生産
量）

14.8万t
(1～12
月)

7.5万t 14.8万ｔ
(1～12月)

順調に拡大し
ている状況。
ただ、今後の
需要に不安。 順調

乳製品の消費低
迷により、現
在、生産調整が
図られており、
生産量は現状維
持の状態であ
る。

順調

昨年同様、乳製
品の消費低迷に
より、Ｒ4年度
も生乳調整が行
われている。

生産能力は向上しているが、
消費が低迷しており、消費拡
大緊急対策として、国が訪日
外国人観光客や子ども食堂を
ターゲットに牛乳を安価に提
供する活動等を支援。

デントコーン耕
畜連携作付助成
面積

300.0ha
（年間助成
面積）

324.5ha - 輸入飼料高騰
に対し、継続
的な支援は必
要。

実 績 値 は 年 度
末。
耕畜連携につい
ては、順調に進
捗している。

R4より、需要側
から品質の良い
デントコーンを
求める傾向にあ
るため、事業内
容を変更。自給飼料品質向

上対策
150.0ha

-

- 144.70ha デントコーン
の増収と品質
向上を図る。 順調

実績値は年度
末。初年度とい
うことで事業周
知に力を入れて
いる。

順調

初年度として
は、取組の理解
を得ている。

需要と供給のバラン
スを見極め、更にデ
ントコーンの品質向
上に努める。

堆肥ペレットの
販売数

300,000袋
（年間販売
数）

285,936
袋

- 260,864袋 補助金として
JA十勝清水町
に対し、各農
家が購入する
堆肥ペレット
の購入費用の
助成をしてい
る。

順調

実績値は年度
末。
化学肥料の価格
高騰もあり、今
後も少しずつ販
売数の増加が見
込まれる。

廃止

R4は価格高騰で
節約の影響もあ
り、販売数減っ
たが、肥料価格
高騰により国内
肥料への関心が
高まっており今
後販売増が見込
まれる。

町 の 補 助 期 間 が 決
まっており、その期
間が令和４年度で終
了。今後もJA十勝清
水町において販売は
継続される。

にんにくの作付
面積

45ha
（年間作付
面積）

17ha 21ha 21.5ha 補助金として
JA十勝清水町
に対し、にん
にく種子の生
産費用の助成
をしている。

順調

JA十勝清水町に
おいても施設整
備や機械導入が
進んでおり、今
後も作付面積の
増加が見込まれ
る。

順調

JA十勝清水町に
おいても施設整
備や機械導入が
進んでおり、今
後も作付面積の
増加が見込まれ
る。

町だけでなく、JA十勝清
水町においても独自で作
付け農家への支援を行っ
ており、今後も作付面積
の増加が見込まれる。

にんにくの販売
量

100ｔ
（年間販売
量）

57t 18t 40t コロナでにんに
く肉まつりは中
止となったが、
代替事業のテイ
クアウトフェア
への人的協力を
している。

遅延

コロナの影響で
消費低迷やイベ
ントの縮小など
により販売促進
がなかなか出来
ていない。

外的
要因
のた
め停
滞中

コロナの影響で
消費低迷やイベ
ントの縮小など
により販売促進
がなかなか出来
なかった。

コロナの影響で消費低迷
やイベントの縮小などに
より販売促進がなかなか
出来ていなかったが、今
後コロナの終息に向け、
イベントや販促に取り組
んでいく。

期末評価
今後の展開・改善点

１ まちの産業を確立し、安心して働けるようにする

目標達成に向
けた取組状況

地域ブランド推進事業
JA、商工会、観光協会、JA
蔬菜振興会にんにく部会と
町で組織した実行委員会に
おいて、十勝清水にんにく
の普及・促進を図る。
（担当：農林課）

農業振興対策事業
生産性向上、経営負担の軽
減、耕畜連携・循環型農業
の推進、輪作体系の維持、
ブランド化推進に対して支
援することにより、持続可
能な農畜産業の振興を図
る。（子牛育成事業、自給
飼料増産対策事業、畑作総
合振興事業など）
（担当：農林課）

R4年度
実績

R4年9月末
現在の実績

中間評価

産業振興

産業振興
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助成制度による
新設・増設件数

3件
（ 5年間累
計）

0件 0件 R4実績
0件

累計
0件

町内に企業立
地を検討して
いる企業の相
談業務を随時
実施。

遅延

外的
要因
のた
め停
滞中

助成制度による
町民新規雇用数

14人
（ 5年間累
計）

0人 0人 R4実績
0人

累計
0人

上記のとおり

遅延

外的
要因
のた
め停
滞中

農業系バイオマ
スの製造又は供
給する施設の処
理対象戸数

13戸 11戸 11戸 11戸 清水町地域農
業再生協議会
にて、持続的
に協議中。 順調

大規模酪農家に
対して、今後と
も協議を重ねて
いく

見直
しが
必要

物価高騰による
コスト高、ま
た、酪農情勢が
厳しい状況にあ
る。

目標年度に向け遅延
気味ではあるが、関
係 機 関 と 連 携 し 、
様々な計画を立案し
ていく。

バイオガスプラ
ント普及率

40% 29% 29% 29% 清水町地域農
業再生協議会
にて、持続的
に協議中。 順調

大規模酪農家に
対して、今後と
も協議を重ねて
いく

見直
しが
必要

物価高騰による
コスト高、ま
た、酪農情勢が
厳しい状況にあ
る。

目標年度に向け遅延
気味ではあるが、関
係 機 関 と 連 携 し 、
様々な計画を立案し
ていく。

農村ホームステイ事業
都市部の高校生等を対象と
した農家民泊の受け入れを
推進し、農作業体験や生産
者との交流を通して、農業
の大変さと大切さを実感し
てもらい、十勝清水の農産
物に対して理解を深める。
（担当：農林課）

農村ホームステ
イ受入登録戸数

25戸 20戸 0戸 0戸 清 水 町 農 村
ホームステイ
協議会を組織
したなかで、
都市部の高校
生等の受入を
行っている。 遅延

コロナにより、
令和2年度～４年
度は受入が中止
となり、令和5年
度に向けて検討
中だが、以前と
同様に実施でき
るかは不透明で
ある。

外的
要因
のた
め停
滞中

コロナにより、
令和2年度～4年
度は受入が中止
となり、令和5年
度に向けて日帰
りでの体験受入
を検討中。

すぐにコロナ以前の
ような事業の実施は
厳しいが、徐々に活
動を活発化させ事業
を継続していく。

食品加工・製造研修事業
農産物加工品製造販売を目
指す者が、製品の開発研究
を行える機会を提供して、
事業化の機運を醸成する。
（担当：農林課）

加工品のブラン
ド化数

5品
(年間品目
数)

5品 0品 0品 公益財団法人
とかち財団に
参 画 し て お
り、運営負担
金の支出をし
ている。

遅延

相談件数や技術
指導件数は年々
増加しているも
のの、ブランド
化には至ってい
ない。

見直
しが
必要

相談件数や技術
指導件数は年々
増加しているも
のの、ブランド
化には至ってい
ない。

相談件数や技術指導
件数は年々増加して
いるものの、ブラン
ド化にまで至るのは
なかなか難しいもの
の、事業の周知等を
図りながら、ブラン
ド化を目指す。

バイオマス利活用促進事業
家畜ふん尿の有効利用によ
り、資源循環と有機農業を
推進し、酪農家のコスト削
減等による生産性の向上と
ともに、環境配慮・安心安
全な農業の実施による町の
イメージアップを図る。
（担当：農林課）

企業立地促進事業
企業の振興と立地を促進
し、経済の発展と雇用機会
の拡大を図るため、町内に
工場や小規模な工房等を新
設・増設し、町民を雇用し
た企業に対して支援する。
（担当：商工観光課）

大型投資による
企業立地の減少
の他、雇用の確
保が困難な状況
にある。

清水町に限ら
ず、社会動向と
して大型投資に
よる企業立地の
減少の他、雇用
の確保が困難な
状況にある。

小規模な起業につい
ては、令和４年度よ
り起業等スタート
アップ支援事業補助
金により対応。

産業振興

産業振興

産業振興

産業振興
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食品試験・分析費用支援事
業
農産物の成分、栄養等に関
わる試験分析を、研究機関
に委託する経費を支援し、
事業化を支援する。
（担当：農林課）

新商品開発研究
相談数

125件
（5年間累
計）

16件 - R4実績
21件

累計
37件

公益財団法人
とかち財団に
参 画 し て お
り、運営負担
金の支出をし
ている。

順調

実 績 値 は 年 度
末。相談件数や
技術指導件数は
年々増加してお
り、年間20件程
度 と な っ て い
る。

順調

相談件数や技術
指導件数は年々
増加している。

相談件数や技術指導
件数は年々増加して
おり、事業の周知等
を図りながら、事業
を継続していく。

新規開店者・空き店舗活用
開店者支援事業市街地の新
規開店・空き店舗活用を支
援する。
(担当：商工観光課)

空き店舗活用新
規事業者数

1件
(年間件数)

2件 商工会からの
情報提供、移
住者の起業支
援による相談
を複数実施。

選択
して
くだ
さい

R4より「清水町
起業等スタート
アップ支援事業
補助金」創設

起業・雇用促進補助金交付
事業
新規起業及び事業拡大に伴
う経費及び雇用助成を支援
する。
（担当：商工観光課）

起業等による新
規事業者数

1件(年間件
数)

1件 上記制度の対
象とならない
エ リ ア の 起
業・雇用を支
援。

選択
して
くだ
さい

R4より「清水町
起業等スタート
アップ支援事業
補助金」創設

起業等スタートアップ支援
事業補助金交付事業
商業者等新規起業に伴う経
費及び雇用助成他、既存店
舗全面改修に伴う経費を支
援
（担当：商工観光課）

起業等による新
規事業者数

5件(年間件
数)

2件 5件 商工会と連携
し、起業相談
等での制度周
知の徹底。

順調

市街地限定開業
要件の撤廃等、
要件緩和により
相談件数が増加
している。 順調

支援要件の緩
和、支援内容を
強化したことに
より、支援実
績、相談件数共
に増加した。

時代に即応した要件
の見直しを適宜図
り、清水町で起業し
やすい環境を継続的
に整える。

産業振興

定住促進

定住促進

産業振興
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(2)  若者や女性、意欲のある者が起業しやすい環境づくりを進める

＜具体的な施策＞

施策 重要業績評価 R7年度 R3年度

（事業内容） 指標（ＫＰＩ） 目標値 実績 進捗 進捗状況説明 評価 評価理由

農業実習生の受
入紹介数

20件
（年間紹介
数）

5件 0件 19件 担い手コー
ディネーター
を中心に受入
等に向けた相
談を受付けて
いる。

遅延

コロナの影響も
あり、相談等は
殆んどないもの
の、若干だが
個々の農家で受
入が出来ている
実態があり、住
居の手配等の相
談にのってい
る。

順調

期末に向けコロ
ナが落ち着きは
じめ、農家で受
入が出来ている
実態があり、住
居の手配等の相
談にのってい
る。

コロナの終息に向けて、
農家で受入が今後も増え
てくると思われ、今後も
住居の手配等の相談な
ど、継続して取り組んで
いく。

新規就農者数 1名
(年間就農
者数)

0件 0件 0件 担い手コー
ディネーター
を中心に新規
就農等に向け
た相談を受付
けている。

遅延

電話等での相談
はあるものの、
実際に新規就農
に向けた受入は
ない状況であ
る。

外的
要因
のた
め停
滞中

電話等での相談
はあるものの、
離農や経営移譲
などのタイミン
グが合わず、実
際に新規就農に
向けた受入はな
い状況である。

離農や経営移譲やタイミ
ングなどいろいろな要件
がかみ合わないと難しい
が、継続して取り組んで
いく。

後継者への紹介
人数

10名
（年間紹介
人数）

3名 3名 6名 担い手コー
ディネーター
が仲介役とな
り、電話や
メール等で打
診のあった女
性を後継者へ
紹介してい
る。

順調

コロナの影響も
あり、直接会う
ような紹介はま
だ少ないが、書
類等での紹介も
並行して実施し
ている。

外的
要因
のた
め停
滞中

コロナの影響も
あり、直接会う
ような紹介はま
だ少ないが、書
類等での紹介も
並行して実施し
ている。

コロナも終息に向かい、
問い合わせ件数も増加し
てきていることから、今
後も目標達成に向け、継
続して取り組んでいく。

女性との交流会
参加人数

100名
（年間参加
人数）

6名 1名 3名 担い手コー
ディネーター
が中心とな
り、後継者に
対して交流会
等への参加を
呼びかけてい
る。

遅延

コロナの影響に
より交流会の実
施が殆んどない
ない状況でした
が、11月に少人
数での開催を検
討中。

順調

コロナの影響も
あったが、11月
に少人数での交
流会を開催でき
た。清水町から
は2名の参加。

コロナ禍で交流会中止や
参加辞退があったが、コ
ロナ終息に向かいイベン
トも参加者も増えてくる
と思われることから、今
後も目標達成に向け、継
続して取り組んでいく。

中間評価 期末評価
今後の展開・改善点

R4年9月末
現在の実績

目標達成に向
けた取組状況

担い手対策事業
担い手コーディネーターを
設置し、農業実習(研修)生
等の受入れ、新規就農者の
定着を図るため農業次世代
投資事業補助金申請事務や
各種支援、後継者の花嫁対
策などを実施する。
（担当：農林課）

R4年度
実績

産業振興
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農業次世代人材
投資事業補助金
支給者数

6人
（年間支給
者数）

5人 5人 2人 対象となって
いる新規就農
者へ補助金申
請事務及び補
助金の支給を
している。

遅延

補助金の支給は
これからとなっ
ているが、新規
就農者が少ない
ので、対象者が
減ってきてい
る。

順調

補助金支給者数
が減った要因は
対象者の所得が
向上したことに
よるもので、営
農が順調である
ことが要因であ
る。

補助金支給対象者の
営農が順調であるた
め、今後も支援して
いく。

酪農人材確保対策事業
酪農家の飼養規模拡大や高
齢化、労働力不足の顕在化
に伴い、ヘルパー制度の重
要性は増しているため、ヘ
ルパー職員の確保と人材育
成の強化を図る。（担当：
農林課）

十勝清水町酪農
ヘルパー有限責
任事業組合にお
け る 酪 農 ヘ ル
パー職員数

15人 10人 10人 9人 農業人フェア
への参加や、
地域おこし協
力隊の募集を
行っている。

遅延

コロナの影響に
より東京や大阪
で開催される農
業人フェアへは
参加できず、ま
たインターン
シップ受入れも
難しい状況であ
る。

見直
しが
必要

地域おこし協力
隊が昨年10月よ
り1名採用して
いるが、新採用
職員は厳しい状
況にある。

令和5年度より、農協
と連携し農業人フェ
ア等へ積極的に参加
し、職員数の確保に
努める。

新規開店者・空き店舗活用
開店者支援事業（再掲）
（担当：商工観光課）

R4より「清水町
起業等スタート
アップ支援事業
補助金」創設

起業・雇用促進補助金交付
事業（再掲）
（担当：商工観光課）

R4より「清水町
起業等スタート
アップ支援事業
補助金」創設

起業等スタートアップ支援
事業補助金交付事業
商業者等新規起業に伴う経
費及び雇用助成他、既存店
舗全面改修に伴う経費を支
援
（担当：商工観光課）

担い手対策事業
担い手コーディネーターを
設置し、農業実習(研修)生
等の受入れ、新規就農者の
定着を図るため農業次世代
投資事業補助金申請事務や
各種支援、後継者の花嫁対
策などを実施する。
（担当：農林課）

産業振興

定住促進

定住促進

再掲項目につき記載を省略します。

産業振興
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(3)  町民や事業者の需要を取り込み、町内の経済循環性を高める仕組みを作る

＜具体的な施策＞

施策 重要業績評価 R7年度 R3年度

（事業内容） 指標（ＫＰＩ） 目標値 実績 進捗 進捗状況説明 評価 評価理由

住宅リフォーム・太陽光発
電システム導入奨励事業
町内の建設業が施工する住
宅リフォーム等を行うもの
に対しての支援を、町内で
流通する商品券で交付し
て、町民の住環境等の整備
を促進し、町内経済循環を
図る。
（担当：商工観光課）

該当事業経費 事業費
2億5,000万
円
（５年間累
計）

43件
8千5百万
円

16件
1,547千円

31件
R4事業費
6千４百万
円
（累計
1億4千9百
万円）

建設業者への
制度の周知徹
底、利用者へ
の広報活動を
実施

順調

建設事業者等に
よる制度周知が
定着し、奨励事
業の利用促進が
図られている。

順調

建設事業者等に
よる制度周知が
定着し、奨励事
業の利用促進が
図られている。

新年度より、従来の
リフォームに加え、
別枠で脱炭素設備導
入工事費の助成を開
始し、ゼロカーボン
とかち清水宣言の更
なる取り組みを進め
る。

地域活性化生活応援商品券
事業
プレミアム商品券を販売
し、町民の消費喚起による
生活応援と町内での消費購
買により地域内の経済活性
化を図る。
（担当：商工観光課）

商品券販売組数 9,800組
(年間販売
組数)

６月分
13,000組
10月分
13,000組
2月分
7,000組
計
33,000組

6月分
17,000組

6月分
16,686組
10月分
18,398組
2月分
13,000組
計
48,084組

購入希望者の
希望組数通り
の販売を実施

順調

当初13,000組販
売予定を上回る
17,000組を販売
し、町内消費喚
起を促した。

順調

初めて、発行組
数に制限を設け
ず販売したとこ
ろ、多くの町民
が利用し、町内
の消費喚起につ
ながった。

令和４年度は、コロ
ナ対策交付金を活用
して、多くの予算を
かけて実施したが、
今後は、財源にも限
りがあるため、事業
のソフトランディン
グを模索する必要が
ある。

マイホーム取得奨励金交付
事業
住宅の取得により、定住人
口の増加を図るとともに、
町内業者の活用に伴う経済
循環を促進させる。

移住者
賃貸住宅入居者

子育て世帯

4件
4件

17件

計25件
（年間交付
件数）

7件
9件

17件

計33件

R3契約分 子
育て9件　移
住者2件　賃
貸住宅入居
者4件 R4契
約分 一般世
帯2件

R3契約分
子育て11件
移住者5件
賃貸住宅入
居者5件
R4契約分
子育て8件
一般世帯4件

町内に住宅を
取得した全て
の者を対象と
する旨、制度
要件を緩和し
た。

順調

制度要件を緩和
し、分かり易い
制度となり、事
業の利用促進が
図られた。 順調

要件緩和、制度
周知等に努めた
結果、目標を上
回る住宅が建設
された。

社会情勢、財政状況
等を見極めながら、
引き続き、制度周知
に努め、人口対策に
努める。

8戸
(年間建設
戸数)

0戸 0戸 0戸 世帯向け賃貸
住宅の建設を
建設業者へ打
診した。 遅延

単身者用の賃貸
住宅の建設はあ
るが、世帯用は
無い状況にあ
る。

外的
要因
のた
め停
滞中

建築資材の高騰
等により、賃貸
住宅建設の機運
が盛り上がらな
かった。

世帯向けの賃貸住宅
の問い合わせは多い
ので、制度の見直し
も含め継続的に町内
事業者と協議してい
く。

定住促進賃貸住
宅建設補助金交
付事業

定住促進賃貸住宅建設補助
金交付事業
世帯向け賃貸住宅の建設を
促し、世帯の転入増加へつ
なげていく。
（担当：商工観光課）

目標達成に向
けた取組状況

中間評価 期末評価
今後の展開・改善点

R4年9月末
現在の実績

R4年度
実績

定住促進

産業振興

定住促進

定住促進
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6戸
(年間改修
戸数)

 9戸 4戸 7戸 建設事業者
に、新築同
様、古い住宅
を改修し賃貸
住宅としての
活用を促し
た。

順調

新規での世帯用
賃貸住宅の建設
は無いが、古い
住宅を改修して
の賃貸が促進さ
れた。

順調

古い空き家をリ
ノベーション
し、世帯用に賃
貸することが促
進された。

民間事業者では、町
内空き家情報を把握
するには限界がある
ので、行政との連携
が必要。新年度より
情報共有を強化す
る。

6世帯
(年間転入
世帯数)

5世帯
R3年度末廃止

定住促進賃貸住
宅建設補助金交
付事業

定住促進賃貸住宅建設補助
金交付事業
世帯向け賃貸住宅の建設を
促し、世帯の転入増加へつ
なげていく。
（担当：商工観光課）
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（４）正規雇用につながる取り組みを進める

＜具体的な施策＞

施策 重要業績評価 R7年度 R3年度

（事業内容） 指標（ＫＰＩ） 目標値 実績 進捗 進捗状況説明 評価 評価理由

業務資格取得支援事業
事業所が従業員及び内定者
に、業務で必要な資格を取
得させるために必要な研
修、資格取得受験に対して
支援を図る。（担当：商工
観光課）

資格取得者 2人
(年間取得
者)

3人 4人 5人 商工会等と連
携して定期的
に制度周知を
実施。

順調

制度周知が定着
し、事業の利用
促進が図られて
いる。

順調

制度周知が定着
し、事業の利用
促進が図られて
いる。

事業者と継続的に協
議し、時代に即応し
た資格の取得等に対
応し、従業員定着を
図っていく。

高校振興事業
清水高校生が町内企業に就
職しやすい環境を整え、町
内企業へ就職する機運を高
める。
（担当：学校教育課）

町内企業への就
職率

25％
（年間就職
率）

29% ※目標値の
性質上、年
度末まで実
績を把握で
きない。

21% 清水高校振興
会を通じて、
学校への要請
等を実施して
いる。

順調

令和３年度（令
和４年３月末）
の実績は、
28.89％（13名
/45名）であっ
た。

見直
しが
必要

令和4年度末の
卒業生就職希望
生徒の21％（6
名/29名）で
あった。

町内企業のの魅力を
高め、知ってもらう
ことが必要。庁内で
の協議が必要。

清水町奨学金貸付事業
奨学金償還免除規程を拡充
し、人材育成と町内雇用の
改善、町内定住者への支援
を図る。（担当：学校教育
課）

町内就職者 1人
(年間就職
者)

３人 ※目標値の
性質上、年
度末まで実
績を把握で
きない。

４名 奨学金制度の
周知において
は、特に償還
免除規程につ
いてのPRを行
い、奨学金利
用者の増を
図っている。

順調

令和3年度から
償還対象となっ
た５名のうち、
３名が町内企業
へ就職した。 順調

令和4年度末に
おいて４名の償
還猶予者が町内
に就職してい
る。

償還免除についての
周知を図り安定した
庁内での雇用を促進
したい。

就業奨学生支援事業
新規採用した従業員が日本
学生支援機構奨学金や町奨
学金を返還している場合
に、事業所を通じてその一
部の支援を行う。（担当：
商工観光課）

町内就職者 3人
(年間就職
者)

1人 1人 0人 企業の担い手
不足解消のた
めの一手段と
して採用募集
の際に周知し
ている。

順調

町内求人情報取
得の際に制度周
知を行うこと
で、利用促進が
図られた。

外的
要因
のた
め停
滞中

町内求人情報取
得の際に制度周
知を行ったが利
用がなかった。

町内事業者の雇用環
境を整えるため、継
続的に制度周知に努
める。

期末評価
今後の展開・改善点

目標達成に向
けた取組状況

R4年9月末
現在の実績

R4年度
実績

中間評価

定住促進

定住促進

定住促進

定住促進
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２　まちにひとの流れをつくる

＜基本的方向＞

(1)  地域資源を発掘・活用し、町民全体で情報共有して町内外に発信することで、市街地に人の流れをつくり、交流人口の拡大を図る

＜具体的な施策＞

施策 重要業績評価 R7年度 R3年度

（事業内容） 指標（ＫＰＩ） 目標値 実績 進捗 進捗状況説明 評価 評価理由

観光協会ホーム
ページアクセス
数

26,400人
(年間アク
セス数)

37,900人 30,573人 57,235人 季節にあった
最新の情報発
信を実施。

順調

ホームページ他
ＳＮＳを利用し
て、リアルタイ
ムの情報を発信
した。

順調

ホームページの
リニューアルに
より、情報更新
の頻度をあげる
とともに情報発
信に努めた。

不定期だった情報発
信をできるので恒常
化し、前年度よりも
新鮮な情報の伝達に
努める。

十勝清水にんに
く肉まつり来場
者数

（農林課）

6,000人
(年間来場
者数)

R3年度に
おいて
は、新型
コロナ拡
大により
中止

中止 令和4年度
はコロナの
影響により
内容を変更
して実施。

令和2年度はコ
ロナの影響に
より内容を変
更して実施。

達成
困難

中止

外的
要因
のた
め停
滞中

大型イベントは
中止になった
が、町内飲食店
によるメニュー
の提供やキッチ
ンカーによるイ
ベントを開催し
た。

今後も関係機関と協
議しながら、開催方
法等検討し、イベン
トの継続をしていき
たい。

十勝清水肉・丼
まつり来場者数

13,000人
(年間来場
者数)

中止 中止 中止

中止
達成
困難

中止

外的
要因
のた
め停
滞中

中止

他の食イベントとの
共同開催等、効果的
な手法を検討する。

清水公園入込客数 8,474人
(年間入込
客数)

10,093人 8,642人 11,591人 キャンプ事業
の開催を行っ
た。

順調

キャンプ事業の
開催に合わせ
て、清水公園の
利用促進チラシ
の配布を実施し
た。

順調

ファミリーキャ
ンプ、ドッグ
フォト撮影会な
ど、新たな公園
利用者の発掘に
努めた。

体育館建設の延期にあわ
せ、跡地利用活用等大規
模改修は延期となった
が、今後も、利用促進に
努める。

まちの魅力発見事業
町民自身がまちの魅力を再
発見、理解し発信するため
の事業を実施する。
（担当：商工観光課）

産直市場への出
店店舗数

50店舗
(年間参加
延べ店舗
数)

56店舗 54店舗 54店舗 新規出店者を
募り事業の魅
力向上を図っ
た。

順調

定期的に開催す
ることで、リ
ピーターが増
え、事業定着が
図られた。

見直
しが
必要

定期的に開催す
ることで、リ
ピーターが増
え、事業定着が
図られた。

観光協会が主体とな
る事業は終了。今後
は、事業者が自主的
に販売する環境につ
いて、可能な限り支
援する

目標達成に向
けた取組状況

中間評価 期末評価
今後の展開・改善点

観光情報発信拠点強化事業
町内観光事業者と連携し、
観光情報・物産情報の発信
の充実や、提供を行う拠点
を整備することなどによ
り、来町者の町内回遊を図
る。（観光パンフレット、
ホームページ等の充実情報
発信拠点強化など）
（担当：商工観光課）

R4年9月末
現在の実績

R4年度
実績

産業振興

定住促進
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(2)  PR活動や交流人口の拡大の取組みと連携しつつ、受入体制を整備し、大都市圏などからUIJターンを増加させる

＜具体的な施策＞

施策 重要業績評価 R7年度 R3年度

（事業内容） 指標（ＫＰＩ） 目標値 実績 進捗 進捗状況説明 評価 評価理由

移住者数
(相談や各種施策
を利用して移住
した者)

30人
(年間移住
者)

43人 8世帯19人 22世帯59人 HP広告掲載や
以前に相談の
あった人への
連絡。

順調

移住体験住宅の
活用等を通じ
て、移住促進が
図られた。

順調

移住体験住宅の
活用等を通じ
て、移住促進が
図られた。

清水町の移住支援制
度を引き続き丁寧に
周知し、相談業務に
力をいれる。

同相談件数 108件
(年間相談
件数)

20件 20件 37件 HP広告掲載や
以前に相談の
あった人への
連絡。

順調

本町の移住者協
議会と連携し
て、ニーズに
合った相談対応
ができている。

順調

協議会の設立に
より、住宅、仕
事、暮らしなど
きめ細やかな相
談にのれた。

移住者とのネット
ワークを強化し、移
住者目線で相談にの
れる体制を整える。

移住体験住宅利
用件数

12件
(年間利用
件数)

清水地区
2件4人
御影地区
7件19人

計
9件23人

清水地区8件
20人
御影地区11
件19人

清水地区26
件44人
御影地区20
件37人

HP広告掲載や
以前に相談の
あった人への
連絡

順調

民泊サイトへの
掲載や各種メ
ディアでの宣伝
により利用促進
が図られてい
る。

順調

民泊サイトの掲
載、各種メディ
アへの露出によ
り、体験利用が
格段に増えた。

移住体験住宅の戸数
を増やし、ペット可
能な住宅を整備する
等、時代に即応し
た、体験住宅を引き
続き整備する。

同利用日数 300日
(同利用日
数)

清水地区
44日
御影地区
194日
計238日

清水地区100
日
御影地区161
日
計261日

清水地区
223日
御影地区
272日
計495日

HP広告掲載や
以前に相談の
あった人への
連絡。 順調

コロナの感染状
況の収まりもあ
り、利用日数も
伸びる傾向にあ
る。

順調

短期から中長期
まで、目的にあ
わせて利用日数
が増加してい
る。

子育て世帯をターゲット
に保育園留学を実施し、
ワーケーション等滞在時
間の長い体験を促進す
る。

地域おこし協力隊定住支援
事業
国の制度を活用することに
よって、地域おこし協力隊
の職や定住に掛かる支援を
行う。
（担当：企画課）

地域おこし協力
隊員の定住

3人
（5年間累
計）

0人 0人 R4実績
0人

累計
0人

現在5人の協力
隊を採用して
いる。また1人
の協力隊を募
集している。

順調

今年度新たに酪
農支援協力員１
人を任用した。
地域とのつなが
りを支援し、退
任後の定着を
図っていきた
い。

外的
要因
のた
め停
滞中

R5年2月に1人が
町外へ就職のた
め退職。R4年度
末で4人の協力
隊を任用してお
り、R5年度も継
続して雇用。現
在2名の協力隊
の募集をしてい
る。

地域おこし協力隊と
して充実した活動及
び地域とのつながり
を支援し、退任後の
定着に向けた支援を
進める。また、更な
る地域おこし協力隊
の活用を検討する。

目標達成に向
けた取組状況

中間評価 期末評価
今後の展開・改善点

移住交流促進事業
本町へ移住を希望する方の
相談に応じる「移住相談ワ
ンストップ窓口」の設置
と、本町に多様な人材の移
住を実現するため、都市圏
の就職フェア・移住フェア
に積極的に参加するなど、
情報発信を通して、移住人
口、交流人口の増加。移住
体験用住宅による体験移住
受入れも実施する。
（担当：商工観光課）

R4年9月末
現在の実績

R4年度
実績

定住促進

定住促進
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就業奨学生支援事業（再
掲）
（担当：商工観光課）

両地域の企業が
連携して開発し
たプログラムや
商品件数

2件
（5年間累
計）

0件 0件（成果は
年度末）

R4実績
1件

累計
1件

十勝地域の広
域連携事業と
して、負担金
を支出してい
る。

順調

物産販売やエゾ
シカ肉のメ
ニュー開発や皮
製品の特産品づ
くり、モニタリ
ングツアーの実
施等、順調に事
業が進んでい
る。

外的
要因
のた
め停
滞中

コロナ禍の影響
により、事業化
テストなどの実
施が遅れ、商品
化に至らなかっ
たが、民間事業
者同士の取引が
行われつつあ
る。

本事業についてはR2
年度から国の補助事
業を活用し、十勝町
村会を中心に18町村
で実施。R4年度で事
業終了となる。今後
は十勝西ブロックに
おいて、台東区・墨
田区との継続的な交
流につなげていく。

個人参画者に調
査し継続参加に
意欲ある人数

100人
（5年間累
計）

113人 0人（数値は
年度末）

R4実績
165人

累計
278人

十勝地域の広
域連携事業と
して、負担金
を支出してい
る。

順調

同上

順調

参加者アンケー
トにおいて連携
事業に継続して
参加したいと回
答した人数が
165人に達し、
十勝地域に関心
や興味を持たす
ことができた。

本事業についてはR2
年度から国の補助事
業を活用し、十勝町
村会を中心に18町村
で実施。R4年度で事
業終了となる。今後
は十勝西ブロックに
おいて、台東区・墨
田区との継続的な交
流につなげていく。

十勝地域と東京台東区・墨
田区連携事業
十勝地域と東京台東区・墨
田区の「人」「企業等」の
持続的な交流や関係人口創
出を目指すため、十勝の広
大なフィールドや農産物を
活用し、江戸の食文化と融
合した新商品の開発や食育
や健康推進事業等を展開す
る。（担当：企画課）

再掲項目につき記載を省略します。

定住促進

再掲項目につき記載を省略します。

定住促進
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(3)  起業者や有資格者の若い世代を引き込むような仕掛けづくりを進める

＜具体的な施策＞

施策 重要業績評価 R7年度 R3年度

（事業内容） 指標（ＫＰＩ） 目標値 実績 進捗 進捗状況説明 評価 評価理由

移住交流促進事業（再掲）
（担当：商工観光課）

清水町奨学金貸付事業（再
掲）（担当：学校教育課）

ＵＩＪターン新規起業支援
事業
北海道が行うマッチング支
援事業又は企業支援事業と
連携し、東京圏から移住し
て就業又は起業しようとす
る者に対して移住支援金を
給付する。
（担当：商工観光課）

移住者及び起業者 2人
（年間移住
者及び起業
者）

0人 0人 0人 道マッチング
支援の企業登
録数を募って
いる。

遅延

町内企業の登録
が少なく、利用
がされない状況
である。

見直
しが
必要

国の制度に合致
する移住者がい
なかった。

道のマッチング支援
に登録された企業に
勤めることが条件の
移住支援であるた
め、希望する企業が
登録されていないと
活用されない。町内
企業に引き続き制度
周知をしていく。

起業・雇用促進補助金交付
事業（再掲）
（担当：商工観光課）

R4より「清水町起業等
スタートアップ支援事
業補助金」創設

起業等スタートアップ支援
事業補助金交付事業
商業者等新規起業に伴う経
費及び雇用助成他、既存店
舗全面改修に伴う経費を支
援（担当：商工観光課）

企業版ふるさと納税
本町が実施する地方創生プ
ロジェクトに対する民間資
金の還流をはかるため企業
版ふるさと納税の活用促進
を図る。（担当：企画課）

参画企業 1件
(年間寄付
企業数)

０件 0件 2件 R2年度に地域
再生計画の認
定を受け、実
施要項を制定
している。

遅延

チラシの作成、
ＨＰへの掲載な
ど周知に努めて
いるが、実績は
ない状況であ
る。 順調

HPにて企業版ふ
るさと納税の
ページを作成
し、周知を行っ
た。
株式会社セコマ
とホクレン農業
協同組合連合会
の2企業から寄附
を受領してい
る。

企業版ふるさと納税の活
用促進をより図るため、
本町が実施する地方創生
プロジェクトでの発信及
び支援企業の募集を図っ
ていく。

就業奨学生支援事業（再
掲）（担当：商工観光課）

目標達成に向
けた取組状況

中間評価 期末評価
今後の展開・改善点

R4年9月末
現在の実績

R4年度
実績

再掲項目につき記載を省略します。

再掲項目につき記載を省略します。

再掲項目につき記載を省略します。

定住促進

定住促進

定住促進

定住促進

定住促進

定住促進

再掲項目につき記載を省略します。
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３　若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

＜基本的方向＞

(1)  若い世代の経済的安定と様々な支援を図り、結婚の希望をかなえる

＜具体的な施策＞

施策 重要業績評価 R7年度 R3年度

（事業内容） 指標（ＫＰＩ） 目標値 実績 進捗 進捗状況説明 評価 評価理由

結婚新生活支援
事業補助金交付
件数

5件
(年間件数)

5件 1件 5件
（内継続申
請2件）

ホームページ
及びお知らせ
版で周知を
行っている。
また、婚姻届
けの提出時に
チラシを渡し
ている。

順調

問い合わせは年
度当初から多数
来ており、今後
２世帯が申請予
定。 順調

新規の申請件数
は昨年度より少
ないが、R4年度
よりリフォーム
費用を対象経費
として拡充し、
利便性を高め
た。

制度の周知を図ると
ともに、新婚世帯が
活用しやすい補助金
制度に見直し、経済
的不安の軽減に向け
て支援を進める。

婚姻数 40組
(年間婚姻
数)

34組 9組 14組 結婚新生活支
援事業補助金
やおびしん
キューピット
との連携事業
等により支援
を行ってい
る。

遅延

結婚支援の取組
みを行っている
ものの直接婚姻
に結び付けるの
は困難な状況で
ある。

見直
しが
必要

「おびしん
キューピット」
の案内をHP・お
知らせ版等で
行っているが、
婚姻に直接結び
つけるのは難し
い状況であっ
た。

結婚を希望する人の
想いを繋げていくた
めに引き続き「おび
しんキューピット」
と連携を図ってい
く。
また、担い手対策事
業との連携も深めて
いく。

目標達成に向
けた取組状況

中間評価 期末評価
今後の展開・改善点

結婚支援事業
若い世代に出会いの場を設
け、婚姻率を高める。
結婚少子化対策に取り組む
ため出会いの場を創出し、
まちぐるみで結婚を応援す
る。
清水町結婚新生活支援事業
補助金交付によって、経済
的な理由で結婚に踏み出せ
ない人を支援する。
（担当：企画課）

R4年9月末
現在の実績

R4年度
実績

安心・安全
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(2)  専門的な支援や社会・経済・職場環境の整備により、出産や育児にかかる負担や不安の軽減を図り出産の希望をかなえる

施策 重要業績評価 R7年度 R3年度

（事業内容） 指標（ＫＰＩ） 目標値 実績 進捗 進捗状況説明 評価 評価理由

不妊・不育治療支援事業
特定不妊治療費、一般不妊
治療費の助成及び不育症治
療費を助成することによ
り、出産を望む夫婦が経済
的な心配をせずに治療を受
け、出産の希望をかなえら
れるよう後押しし、出生数
の増加につなげる（担当：
保健福祉課）

サービス利用件
数

15件
（年間利用
件数）

26件
（実人数
16人）

4件
（実人数4
人）

16件
（実人数10
人）

事業の認知度
を高めるた
め、広報や
ホームページ
で周知をして
いる。

順調

事業利用者で妊
娠につながった
事例も複数あ
り、進捗状況は
順調である。

順調

本事業の認知度
が医療機関でも
高まってきてお
り、医療機関か
らの働きかけで
利用する人も増
えている。事業
利用者で妊娠に
つながった例も
ある。

R4年度より不妊治療
が保険診療となった
が、依然として自己
負担額は高額である
ことから、事業の継
続が必要である。

健やかな出産支援事業
妊婦健診費用の無料化に加
え、妊産婦健診及び出産時
の交通費を助成することに
より、適正な受診を促す。
また、ママパパ学級の実
施、妊産婦相談、新生児訪
問、産後ケア等の実施等に
より健やかな出産及び育児
ができるよう支援する。
（担当：保健福祉課）

妊婦健診の必要
回数受診率

100％
（年間受診
率）

100% 100% 100% 妊産婦全員と
面談し、事業
の周知の他、
各々の状況に
合わせた支援
を実施してい
る。

順調

経済的理由によ
る受診控えはな
い。また、妊産
婦全員に支援介
入ができてい
る。

順調

経済的理由によ
る受診控えはな
い。また、妊産
婦全員に支援介
入ができてい
る。

R4年度後半より出
産・子育て支援給付
金事業が新規に加
わったことで、より
手厚い経済的支援が
行われている。経済
的な心配をせずに、
健診やサービスの利
用ができるよう、事
業の継続をしてい
く。

まちの子宝ありがとう事業
町民の出産に感謝し、子育
て世帯の経済的負担軽減の
ために、出産祝い金を支給
する
（担当：子育て支援課）

出生数 50人
(年間出生
数)

50人 20人 支給実績
出生 38人
1歳  29人

制度の周知に
ついて取り組
んでいる。

順調

窓口係等と連携
し、制度の説明
手続きを随時
行っている。

順調

滞りなく、制度
の案内、支給手
続きができた。

国による、出産・子
育て応援金など、妊
娠時から出生後まで
を支援する新制度な
どが創設されている
が、引き続き町独自
の支援策として継続
していく。

目標達成に向
けた取組状況

中間評価R4年9月末
現在の実績

R4年度
実績

期末評価
今後の展開・改善点

安心・安全

安心・安全

安心・安全
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子育て支援環境づくり事業
父親も参加しやすい子育て
講演会や親子のあそびの場
を提供する。（担当：子育
て支援課）

講演会、ひろば
等への父親の参
加数

ひろば事業
年間登録数
の10％

講演会未
実施。
ひろば登
録60件の
うち父親
の参加6
人
（10％）

子育て講演
会1回実施。
ひろば登録
47件のうち
父親の参加4
人

子育て講演
会3回実
施。
ひろば登録
61件のうち
父親の参加
8人

ひろば事業登
録件数47件
父親の参加数4
人(9.3％)

順調

子育て講演会3
回シリーズのう
ち1回実施し
た。
ひろばへの父親
の参加は、登録
件数の8.5％

順調

子育て講演会は
年度当初の予定
通り3回実施で
きた。
ひろばへの父親
の参加は、登録
件数の13.1％

子育て講演会は今後
も年3回実施する。
父親のひろば事業の
参加率を年間登録数
の10%以上に維持す
る。

子育て用品貸出し事業
チャイルドシート、ベビー
カー、ベビーラックを無償
で貸し出し、子育て世帯の
負担軽減を図る。（担当：
子育て支援課）

貸付実績 200件
(年間貸付
実績)

234件 197件 278件 子育て世帯へ
の周知に努め
ている。

順調

適切な管理を
し、順調に事業
を遂行してい
る。

順調

適切な管理を
し、貸し出しす
ることができ
た。

対応年数を過ぎた子
育て用品を廃棄し、
新たに購入する。
（R5年度・年間貸付
予定250件）

依頼申し込みに
対する提供率

100％を維
持

希望者に
100％の
提供

150件の申し
込みのう
ち、1件未実
施

255件の申
込みのう
ち、1件未
実施

希望者に100％
の提供ができ
ている

提供率99.3％
（1件未実施）
おおむね順調に
運営している。 順調

提供率99.6％
（1件未実施）
おおむね順調に
運営している。

提供会員の高齢化に
伴い、100％の受け入
れが難しくなってき
ている。提供会員数
の増に努める。

提供会員数 35人 34人 37人 39人 団体への勧誘
や研修会の実
施をしてい
る。

37人

順調

提供会員5名増 団体への勧誘や研修
会の実施を継続す
る。

子育て世帯保育料等支援事
業
多子世帯において、第２子
以降の保育料、保育所通所
タクシー料を無料として、
多子世帯の育児の負担を軽
減する。
（担当：子育て支援課）

保育所待機児童
ゼロを継続

待機児童ゼ
ロ

待機児童
ゼロ
町独自無
料化
保育料
36人（全
児童数
191人）
通所タク
シー
20人(全
利用者数
23人）

町独自無料
化
保育料
36人（全児
童数192人）

タクシー
利用20人
（無料17
人）

町独自無料
化
保育料
31人（全児
童数196
人）

タクシー
利用20人
（無料17
人）

第2子以降の保
育料無料など
保護者の経済
的負担の軽減
を行ってい
る。

順調

待機児童ゼロを
維持している
が、未満児の利
用割合が増えて
いるため、今後
の利用申し込み
にも対応できる
よう調整が必要 順調

未満児について
は、保護者の勤
務場所等も考慮
し、無理の無い
ように、しみず
保育所、御影保
育所の利用調整
はあったが、待
機児童を発生し
ないように調整
できた。

依然として、清水地
区、御影地区ともに
未満児の利用割合が
増える傾向にある。
清水地区について
は、清水幼稚園と統
合し、しみず認定こ
ども園となったた
め、人員等の配置に
より対応できるよう
に調整する。

ファミリーサポート事業
子育て援助を受けたい人と
援助を行いたい人を会員登
録し、子育ての相互援助を
行う
（担当：子育て支援課 順調

安心・安全

定住促進

安心・安全

安心・安全

安心・安全
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子育て支援アプリ情報配信
サービス事業
出産及び子育てにおける情
報を多くの子育て世帯に向
けて発信する。
（担当：保健福祉課）

アプリ登録率 80%以上
（母子手帳
交付者数に
対しての年
間新規登録
件数割合）

- 26件
（母子手帳
交付数の
100％）

35件
（母子手帳
交付数の
83.3％）

母子手帳交付
時及び新生児
訪問時、対象
者全員にアプ
リの登録を呼
びかけてい
る。

順調

9月末時点での
母子手帳交付数
は26件であり、
新規登録件数と
同数となってい
ることから、登
録状況は順調で
ある。

順調

R４年度母子手
帳交付数は42件
であり、その
80%以上の件数
が新規登録され
ており、目標達
成できている。

町の子育て支援情報
をより多くの対象者
にタイムリーに伝え
ることができるよ
う、アプリのメリッ
トを丁寧に伝えるこ
とで、登録者を増や
していく。

(3) 地域資源を生かした特色のある教育や子育て環境を整備し、子育て世帯から選ばれるまちを目指し、若い世代の定住・移住を図る

＜具体的な施策＞

施策 重要業績評価 R7年度 R3年度

（事業内容） 指標（ＫＰＩ） 目標値 実績 進捗 進捗状況説明 評価 評価理由

保育所、幼稚園
の英語活動

（子育て支援
課）

6回
（年間活動
回数）

5回
（2月中
止）

5月7月9月
月1回×３施
設
9回

5月7月9月
11月1月2月
月1回
3施設

各施設の年間
実施計画に基
づき、AETを派
遣している。

順調

中止等なく順調
に進んでいる

順調

AETを派遣する
など、学校教育
課とも連携し、
幼児期から英語
に触れる機会を
提供できた。

引き続き、こども達
に英語に触れる機会
を提供する

小学校の英語活
動

1年　10h
2年　12h
3・4年 35h
（年間活動
時間）

1年 10h
1年 12h
3・4年
35h

1年９ｈ
2年12ｈ
3年17ｈ
4年18ｈ

1年 10h
1年 12h
3・4年35h

教育課程計画
に組み込み、
「総合的な学
習」等の授業
として実施し
ている。

順調

年度当初に作成
した計画のとお
り実施してい
る。 順調

当初の計画どお
りに実施できて
いる。

今後も継続して実施
する。

清水小低学年の
20人程度の少人
数学級を維持

1人
(年間教員
雇用数)

1人 ０人（雇用
実績なし）

0人 普通学級の児
童が50名(1ク
ラス25名)以上
の場合、3クラ
スとし、教員
を採用。

順調

普通学級の在籍
者は、１年生、
２年生ともに41
名で２クラスと
なっており、町
独自少人数学級
は実施していな
い。

順調

該当する学年が
ないため実施し
ていない。

３年生以上の中高学
年においても１クラ
ス20人程度の少人数
学級とすることで学
力の定着と落ち着い
た学級経営を図りた
い。

幼保・小の交流
回数

21回
(年間交流
回数)

６回 ３回 ４回 清水、御影の
２ブロックに
分け、きめ細
やかな連携の
もとで実施。

遅延

コロナ禍により
実施時期がずれ
た事業がある
が、今後計画ど
おり実施する予
定である。

見直
しが
必要

コロナ禍による
事業実施の調整
が難しかった。
交流の在り方に
ついての検討を
行う。

事業の回数を清水・
御影小学校区ごとに
毎年４回（年長児交
流、１年生及び６年
生との交流とした
い。

地域の特色を生かした教育
推進事業
幼児期から英語に触れ、小
学校で実施する英語活動の
準備をする。また、将来、
日常のコミュニケーション
ができるよう、小学校低学
年からの英語活動（小学1
年～4年までを推進する。
臨時教諭を採用し、小学校
1年生及び2年生の学級を、
20人程度の少人数の学級編
成をして、授業から学校生
活全般にわたってきめ細や
かな指導を行い、基礎学力
の定着を図る。
幼稚園、保育所、小学校の
関係者により組織された
「清水町幼保・小連携協議
会」により、幼保・小の連
携を行い、幼児教育と小学
校教育との適切な接続を図
る。
（担当：学校教育課）

R4年9月末
現在の実績

R4年度
実績

目標達成に向
けた取組状況

中間評価 期末評価
今後の展開・改善点

安心・安全

安心・安全
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リーフレット設
置箇所

30箇所 24箇所 19箇所 20箇所 町内飲食店等及
び東京、札幌、
トマムに設置
（200部）

廃止

作成分の設置、
配布を終えた。

商工観光課と連携
し、町のＰＲ事業に
移行する。

リーフレット設
置部数

1,000部
（5年間累
計）

145部 300部 R4実績
300部

累計
445部

移住相談会で配
布（100）

廃止

作成分の設置、
配布を終えた。

商工観光課と連携
し、町のＰＲ事業に
移行する。

子育て発達支援事業
支援を必要とする子どもと
その保護者に寄り添った支
援を行う。また、相談窓口
の充実と切れ目のない一貫
した支援を行うための関係
機関の連携の強化に取り組
む。
（担当：子育て支援課）

バースデーブッ
クの活用率
(福祉サービスを
利用している児
童及び療育手帳
又は身体障害者
手帳を交付され
ている児童)

50％
（年間活用
率）

福祉サー
ビス利用
児童の活
用64.7％

妊娠期の
活用
100％

福祉サービ
ス利用児童
の活用43.5%
妊娠期、新
生児期のセ
ルフサポー
トプランの
とじ込み
100％

福祉サービ
ス利用児童
の活用
57.5%
妊娠期、新
生児期のセ
ルフサポー
トプランの
とじ込み
100%

児童発達支
援、放課後等
デイサービス
利用者への活
用を促してい
る。年度末に
活用率を調査
する。

順調

福祉サービス利
用児童の活用
43.5％(きずな
園在籍39名中17
名)
乳幼児健診受診
時の活用も伸び
ている。

順調

福祉サービス利
用児童の活用み
57.5%(きずな園
在籍40名中23
名)
乳幼児健診受診
時に活用を促
し、継続した活
用につながっ
た。

バースデイブックと
しての活用率の維持
と、サポートファイ
ルとしての活用率増
にむけた取り組みを
継続する。

他地域との交流事業
ICTを活用した交流事業
（深谷市・台湾）の推進を
図る
（担当：学校教育課）

年間交流回数
（台湾・深谷
市）

8回（年間
交流回数）

4回 3回 6回 清水、御影の
各小中学校に
て実施。

順調

当初の計画した
とおりに実施で
きている。

順調

相手側との日程
調整が難しかっ
たが予定したと
おりに実施でき
ている。

今後もICTの機能を活
用し、時勢にあった
交流としたい。

子育て支援制度ＰＲ事業
町外にも積極的にＰＲする
ために、子育てリーフレッ
トの作成やホームページの
充実に取り組む。
（担当：子育て支援課）

作成済み(R2)
配布、設置を
継続。HPは毎
年更新してい
る。

順調

安心・安全

安心・安全

安心・安全
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４　安心で生活しやすいまちづくりとともに、広域連携を推進する

＜基本的方向＞

(1)  健康で活動的な町民を増やし、コミュニケーションを高め、町民同士の連携と支援によるまちづくりの活動を活発にする

＜具体的な施策＞

施策 重要業績評価 R7年度 R3年度

（事業内容） 指標（ＫＰＩ） 目標値 実績 進捗 進捗状況説明 評価 評価理由

生涯学習ボランティア事業
仕事や趣味で専門的な知識
や技能を有する町民を学校
教育や生涯教育を支援する
講師等を派遣し、地域のつ
ながりの中で学びあい、教
えあう機会を創設する。
（担当：社会教育課）

派遣延べ人数 320人
(年間派遣
人数)

394人 36人（清水
中）

373人 ボランティア
の登録や派遣
を町広報や学
校に周知し事
業を推進して
いる。 順調

小中4校への書
写ボランティア
を派遣している

順調

小中4校への書
写ボランティ
ア、伝統文化体
験授業への派遣
など行い、学校
を核とした町民
の繋がり合う機
会を提供するこ
とができた。

幅広いニーズに応え
られるようボラン
ティア整備を引き続
き行っていく。

軽スポーツ促進事業
気軽なスポーツ活動を推進
し、スポーツによる仲間づ
くりを進め、心をつなげて
健康を保つ。（担当：社会
教育課）

参加者延べ人数 60人
(年間参加
者)

10人 0人 27人 スポーツ推進
委員の指導・
協力のもと、
チャレンジ・
ザ・ゲーム講
習会を開催す
る。

順調

11月～3月に
チャレンジザ
ゲームを3回実
施予定 見直

しが
必要

4種類の軽ス
ポーツをｽﾎﾟｰﾂ
推進委員の指導
により行った。
新たなメニュー
の検討と活動定
着の取り組みが
必要。

運動不足解消や町民
が交流できる機会と
して有効な手段と考
え、新たな種目を検
討しながら、多くの
町民が参加できるよ
うにしていく。

町民提案型協働モデル事業
町民提案による住民協働で
公共課題を解決する取組み
を支援し、人材育成事業と
連動して町民によるまちづ
くり事業を推進する。（担
当：企画課）

事業提案件数 5件
(年間提案
件数)

3件 7件 7件 本事業の募集
について、
ホームページ
や広報紙面に
掲載し周知し
ている。

順調

新規事業が４
件、開町120年
に係る事業とし
て３件申請が
あった。７件の
うち９月末で３
件の事業が実施
済み。

順調

申請のあった7
事業に対し、支
援することで、
協働のまちづく
りにつなげるこ
とができた。

今後も町民のアイデ
アを具現化する支援
として活用してもら
う。R5年度からは新
しくまちづくりや郷
土醸成にかかわる研
修活動を対象に加
え、町民によるまち
づくりを推進する。

R4年9月末
現在の実績

R4年度
実績

目標達成に向
けた取組状況

中間評価 期末評価
今後の展開・改善点

安心・安全

安心・安全

安心・安全
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第九文化継承事業
合唱ワークショップを開催
し、地域で培われてきた第
九文化を次世代に継承する
とともに、文化芸術活動の
輪に広げる。
（担当：社会教育課）

参加者延べ人数 610人
(年間参加
者)

36人 603人（学校
合唱376人
（清中147×
2、御中82×
1）第九227
人）

1,274人 学校合唱WS・
第九合唱WSの
実施に取り組
んでいる。

順調

学校合唱WSを3
回開催、第九演
奏会合唱練習を
7回開催した

順調

学校合唱WSへの
ソリスト派遣や
第九演奏会、し
みず吹奏楽団演
奏会を実施によ
り、第九文化の
継承と音楽活動
の輪を広げるこ
とができた。

第九文化を次世代に
継承してくととも
に、音楽芸術を創出
する事業を実施して
いく。

郷土文化振興事業
郷土の文化と歴史を学ぶ機
会として郷土文化講座を開
催し、郷土愛を受け継ぐ学
びを推進する。
（担当：社会教育課）

参加者延べ人数 80人 (年間
参加者)

247人
(年間参
加者)

0人 22人 郷土文化講座
の開設に取り
組んでいる。

順調

11月6日に郷土
文化講座を開催
予定。

見直
しが
必要

11月6日に作家
守屋淳による渋
沢栄一の論語と
算盤についての
講演会を開催に
より郷土を学ぶ
機会を提供でき
た。渋沢以外の
郷土史の学びの
メニューが必
要。

引き続き、郷土の歴
史を学ぶ機会をつく
り、多くの町民の参
加を促す。

まちづくりへの町民参加機
会創出事業
まちづくりを自分ごととし
て捉えられる多様な対話の
実現を図る。（担当：企画
課）

無作為抽出によ
る住民参加応募
率

4.0％
（年間応募
率）

実績なし 0.6％（3人
応募/459募
集通知　新
体育館建設
町民検討会
議）

0.6％（3人
応募/459募
集通知　新
体育館建設
町民検討会
議）

新たな住民協
議会の開催の
ほか、10月に
開催するまち
づくり研修会
（職員向け）
に総合計画審
議会委員、住
民協議会委員
にも案内す
る。

順調

第6期総合計画
策定時に、無作
為抽出で委嘱し
た住民協議会委
員のうち11名を
引き続き住民協
議会委員として
委嘱。6月に会
議を開催した。

順調

応募率について
は目標値に至ら
なかったが、参
加した町民から
多くの意見を聴
取することがで
きた。

まちづくりに参加・
関心を持つ人を増や
していくことが重要
である。住民協議会
やまちづくり懇談会
などを通して、今後
も多様な対話の実現
を図る。

アイスホッケーのまちづく
り事業
アイスホッケー教室などの
競技力向上に向けた支援に
より、スポーツ交流を進め
る。（担当：社会教育課）

アイスアリーナ
利用者人数

31,000人
(年間利用
者人数)

26,528人 10,083人 26,521人 指定管理事業
において、中
学・高校のア
イスホッケー
大会やジュニ
アアイスホッ
ケー教室を開
催する。

順調

地区小学生交流
会や高校サマー
大会開催のほ
か、大学の合宿
利用に提供し
た。

順調

小中高校生の各
種大会の実施の
ほか、一般の大
会や大学の合宿
に利用された。
また幼年のアイ
スホッケー教室
が実施されアイ
スホッケーによ
る交流が推進さ
れた。

適切に施設を維持゛
管理・運営支援する
ことにより、施設を
拠点としたアイス
ホッケーによる交流
が活発となるよう進
めていく。

安心・安全
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(2)  将来、町民が安心に暮らせるよう、医療・福祉などの生活機能を確保する

＜具体的な施策＞

施策 重要業績評価 R7年度 R3年度

（事業内容） 指標（ＫＰＩ） 目標値 実績 進捗 進捗状況説明 評価 評価理由

清水町奨学金貸付事業（再
掲）
（担当：学校教育課）

コミュニティバ
ス年間利用者

1,500人
（年間利用
者）

2,214人 876人 1,786人 利用者の状況
を把握し、毎
年路線の見直
しの検討を
行っている。

順調

利用者６月に老
朽化した停留所
を更新し、11月
以降には車両を
更新する予定。
買い物銀行バス
の普及により利
用者は減少傾向
である。

見直
しが
必要

老朽化した停留
所、運行用車両
の更新等を行
い、利用者の利
便性の向上に努
めたが、利用者
は減少傾向にあ
る。

利用者の声を聴き、
運行内容の改善、新
たな交通手段の検討
も含め、利用者の満
足度向上を図る必要
がある。

買い物銀行バス
年間利用者

4,500人
（年間利用
者）

4,338人
（登録者
273人）

2,338人（登
録者282人）

4,625人
（登録者
285人）

ホームペー
ジ、お知らせ
版で周知を
行っている。

順調

同バスの認知度
が浸透し、登録
者数も増加傾向
にある。お盆限
定墓参り運行に
は延べ19名利用
があった。

順調

広報活動等によ
り利用促進を図
り、利用者が増
加傾向となっ
た。
更なる利便性向
上に向け、ニー
ズ調査を行っ
た。

令和４年度に行っ
た、利用者へのニー
ズ調査の結果に伴
い、送迎サービスに
あわせ、試験的に送
迎先での買い物等の
補助を行うサービス
も追加し、利便性向
上を図っていく。

就業奨学生支援事業（再
掲）（担当：商工観光課）

交通弱者対策事業
コミュニティバスの運用充
実などを図り、交通弱者の
満足度を向上させる。
（担当：企画課）

R4年9月末
現在の実績

R4年度
実績

目標達成に向
けた取組状況

中間評価 期末評価
今後の展開・改善点

再掲項目につき記載を省略します。

再掲項目につき記載を省略します。
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(3)  既存の施設などの資産を有効活用し、将来を見据えた安心・安全な公共サービスを提供する

＜具体的な施策＞

施策 重要業績評価 R7年度 R3年度

（事業内容） 指標（ＫＰＩ） 目標値 実績 進捗 進捗状況説明 評価 評価理由

観光情報発信拠点強化事業
（再掲）
（担当：商工観光課）

新規開店者・空き店舗活用
開店者支援事業（再掲）
（担当：商工観光課）

R4より「清水町起業
等スタートアップ支
援事業補助金」創設

起業・雇用促進補助金交付
事業（再掲）
（担当：商工観光課）

R4より「清水町起業
等スタートアップ支
援事業補助金」創設

起業等スタートアップ支援
事業補助金交付事業
商業者等新規起業に伴う経
費及び雇用助成他、既存店
舗全面改修に伴う経費を支
援（担当：商工観光課）

目標達成に向
けた取組状況

中間評価 期末評価
今後の展開・改善点

R4年9月末
現在の実績

R4年度
実績

再掲項目につき記載を省略します。

定住促進

定住促進

再掲項目につき記載を省略します。
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(4)  広域連携を進め、効率的で有効な公共サービスを提供する

＜具体的な施策＞

施策 重要業績評価 R7年度 R3年度

（事業内容） 指標（ＫＰＩ） 目標値 実績 進捗 進捗状況説明 評価 評価理由

十勝管内の観光
入込客

1.046万人
（年間入込
客数）
(第3期共生
ビジョンR6
年度目標
値)

R2年度観
光入込客
数：707
万人

R3年度観光
入込客数：
711万人

R3年度観光
入込客数：
711万人

観光情報の発
信、地域の魅
力発信、プロ
モーション活
動の実施を
行っている。

順調

観光情報の発
信、プロモー
ション活動、帯
広空港利用促進
事業など、十勝
管内が連携して
事業を進めてい
る。

外的
要因
のた
め停
滞中

コロナ禍の影響
により、観光入
込客数が減少し
ているが、十勝
管内が連携して
事業を進めてい
る。

観光情報の発信、プ
ロモーション活動、
帯広空港利用促進事
業など、十勝管内が
連携して事業を進め
る。

十勝管内バス乗
客数

464万人
（年間乗客
数）
(第3期共生
ビジョンR6
年度目標
値)

R2年度バ
ス乗客
数：326
万人

R3年度バス
乗客数：328
万人

R3年度バス
乗客数：
328万人

バス交通の維
持、確保に関
する計画の策
定・協議、啓
発活動の実
施、バス利用
促進施策の協
議を行ってい
る。

順調

バス交通の維
持、確保に関す
る計画の策定・
協議、バスの利
用促進・情報発
信を十勝管内が
連携して進めて
いる。

外的
要因
のた
め停
滞中

コロナ禍の影響
により利用者が
大幅に減少して
いる。バス利用
促進施策の協議
を十勝管内で連
携して進めてい
る。

コロナ禍を契機とし
た住民の行動変容も
踏まえながら、利用
促進の取組みを進め
ていく必要がある。

新たな広域連携の推進
他の市町村や大学などとの
連携に取組み、町の産業、
観光、教育などの振興につ
いて、新たな視点とノウハ
ウを取り入れた施策の取組
みを進める。
（担当：企画課）

各機関との連携
事業の推進

3事業
（5年間累
計）

2事業 2事業（台
東・墨田区
連携事業、
交通による
交流人口拡
大推進事
業）

R4実績
2事業（台
東・墨田区
連携事業、
交通による
交流人口拡
大推進事
業）

累計
4事業

他市町村との
情報共有を図
り、新たな広
域連携の検討
を行ってい
る。

順調

2事業とも、十
勝全体で取り組
んでおり、順調
に進んでいる。

順調

コロナ禍の影響
で事業に遅れが
生じた事業も
あったが、計画
どおり実施され
た。

台東・墨田区連携事
業は令和4年度で事業
終了となるが、今後
は十勝西ブロックに
おいて、継続的な交
流につなげていく。
交通による交流人口
拡大推進事業は十勝
全体で交流人口拡大
に取り組んでいく。

十勝定住自立圏の推進
結びつきやネットワークの
強化に向け、まちづくりと
連携したバス利用の促進に
取り組む。
圏域マネジメント能力の強
化に向け、職員の合同研修
などを継続するほか、産学
官が連携し、ビッグデータ
等を活用した十勝圏の現状
分析を進める。（担当：企
画課）

R4年9月末
現在の実績

R4年度
実績

目標達成に向
けた取組状況

中間評価 期末評価
今後の展開・改善点

定住促進

定住促進
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